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1. はじめに 
 今日、天体観測機関ではデジタル一眼レフ

カメラを用いた全天カメラが作成され広く運

用されている。全天カメラには屋内から天候

の様子を見れることによる観測の利便性への

貢献や理科教育での教材の作成などの活用が

期待される[1]。そこで、全天カメラを作成し

三重大学教育学部屋上に設置するとともに、

その性能の評価を行うことを本研究の目的と

する。 
 

2. 全天カメラの作成 
 全天カメラは屋外に設置することから雨風

に耐えられる構造が必要である。そのため、

防水の箱に格納しカメラのレンズの位置には

透明なアクリル半球をつけた（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 作成した全天カメラ 

 
 また、半球内部で結露が起らないようにフ

ァンによる換気システムと温湿度センサーに

よる温湿度の監視システムを作成した。 
 一定間隔の撮影のため、カメラの設定、撮

影、記録をすべて自動的に行う必要がある。

今回は汎用性が高いと言われる Python を用

いてカメラの設定や撮影を自動で行うように

した。なお、カメラの設定値は太陽高度に依

存するため、観測を行い、適した設定値を太

陽高度によって決められるような関数を作成

した。関数から撮影時の太陽高度におけるカ

メラの設定値を求めるようにしている。  
 全天カメラで取得した画像の例を図 2 に示

す。画像には撮影時の条件等を書き込むよう

に設定した。また、撮影した画像は外付けの

ハードディスクに保存するようにした。さら

に画像公開の観点から、直近 1 時間分を

Google ドライブに保存し、その共有機能によ

って、現在の三重大学上空の様子を遠隔から

でも確認できるようになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 全天カメラで得られる画像の例 

 
3. 全天カメラの評価 
 全天カメラを作成し、2023 年 10 月 18 日

に屋上に設置し、運用を続けている。その中

で雨漏りが発生したが、アクリル半球と筐体

の間にゴムシートを挟み、隙間をコーキング

材で埋めることにより、雨が入り込むことは

なくなった。その他、細かい改良を行ってい

るが、大きな問題なく稼動している。  
 設置後の最低外気温は-0.7 ℃、筐体内部は

1 ℃になったが、その時も作動していた。 
 星の検出限界は約 5.5 等級であることが分

かった。  
 
4. 今後の課題 
 今後は暑さに対する評価が必要である。  
 また、撮影したデータを天候の確認や観測

に活用するとともに、蓄積した画像データを

教材、研究等に活かしていくなど実践的な活

用を行っていく必要がある。 
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